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採択
理由

「話すこと・聞くこ
と」「書くこと」「読む
こと」の三領域の
資料がバランスよく
配置されている。
また、日本の文化・
伝統を扱っている
古典以外の教材が
豊富である。
以上の特徴が、日
本の伝統・文化理
解教育と国際教育
を推進して自己の
アイデンティティ確
立とダイバーシティ
（多様性）尊重の精
神を養い、「競争」
と「協働」ができる
創造的なグローバ
ル人材を育成する
ことを教育課程編
成の基本方針とす
る本校の特徴と合
致しているためで
ある。

発展的な内容を取
り上げている箇所
や、行書の基礎的
な書き方を理解し
て行書で書くこと、
行書と仮名の調和
した書き方を取り
上げている項目数
が多い。また、日
本の文化・伝統で
ある古典を活用し
ている教材などが
豊富である。
以上の特徴が、日
本の伝統・文化理
解教育と国際教育
を推進することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

「学習を振り返ろ
う」を活用し、思考
ツールや話合い活
動を通して対話的
な学びや深い学び
を実現できるように
している。また、我
が国の伝統と文化
や世界の文化・伝
統を豊富に扱って
いる。
以上の特徴が、自
己のアイデンティ
ティ確立とダイバー
シティ（多様性）尊
重の精神を養い、
「競争」と「協働」が
できる創造的なグ
ローバル人材を育
成することを教育
課程編成の基本方
針とする本校の特
徴と合致している
ためである。

各パート冒頭の学
習課題や、最後の
「ステップアップ」だ
けでなく、パート内
の随所に豊富で多
様な発問を設け、
主体的・対話的で
深い学びができる
ようにしている。ま
た、我が国の伝統
と文化や、時代区
分別に取り上げら
れている歴史上の
人物を数多く取り
扱っている。
以上の特徴が、国
際社会の中で主体
的に生きる日本人
としての自覚と資
質を備えるための
問題解決能力や思
考力、表現力等の
育成を目指すとい
う歴史的分野にお
ける学習指導を展
開する本校の特徴
と合致しているた
めである。

国際社会の諸課題
を学習課題として
扱っている教材が
豊富である。また、
「主体的・対話的で
深い学び」の実現
に向けた工夫とし
て具体的な学び方
を示す本文構成
や、「公民の技」
「Think」を設け、話
し合う課題を示して
いる。
以上の特徴が、日
本の伝統・文化理
解教育と国際教育
を推進することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

地図帳の基本的な
見方・使い方につ
いて、「地図帳の
使い方」で解説し
ており、地図をもと
に確認したり深め
たりする問いの
コーナーである「地
図で発見」を各所
に設けている。ま
た、我が国の伝統
と文化や、課題・問
いを豊富に取り
扱っている。
以上の特徴が、自
己のアイデンティ
ティ確立とダイバー
シティ（多様性）尊
重の精神を養い、
「競争」と「協働」が
できる創造的なグ
ローバル人材を育
成することを教育
課程編成の基本方
針とする本校の特
徴と合致している
ためである。

説明や証明など、
論理的な思考力の
育成を図る課題を
数多く扱っている。
また、表やグラフな
どを題材として、数
学的に分析・考察
し、論理的な解決
を図る課題の箇所
数が豊富である。
以上の特徴が、日
本の伝統・文化理
解教育と国際教育
を推進するととも
に、習熟の程度に
応じて発展的学習
等に取り組むこと
で、数学に対する
興味・関心をより一
層高め、事象を数
学的に考察し処理
する能力を伸ばす
ことを数学におけ
る学習指導の展開
とする本校の特徴
と合致しているた
めである。

２分野、１分野を一
つのまとまりとして
掲載しており、日
常生活及び社会と
の関連に関する内
容を取り上げてい
る箇所数や、脱炭
素化に関して扱っ
ている箇所数が多
い。また、世界の
先端の科学技術を
扱っている教材が
豊富である。
以上の特徴が、生
徒が目的意識を
もって観察や実験
に取り組める機会
を十分確保し、日
常の体験との関連
を図り、科学的に
探究する能力と態
度、科学的な自然
観を育成することを
理科における学習
指導の展開とする
本校の特徴と合致
しているためであ
る。

鑑賞と表現を関連
付けながら学習で
きるような構成・配
列がなされており、
言語活動について
具体的に示された
箇所や、「鑑賞」の
教材数が豊富であ
る。また、我が国
や郷土の伝統音楽
を扱っている教材
も多い。
以上の特徴が、日
本の伝統・文化理
解教育と国際教育
を推進することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

和楽器への興味・
関心が高まるよ
う、各楽器のエキ
スパートからの、専
門家ならではの
メッセージを掲載す
るなどの工夫がさ
れている。また、取
り上げている楽器
の種類別の数も豊
富である。
以上の特徴が、日
本の伝統・文化理
解教育と国際教育
を推進することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

各題材ページに関
連ページを示し、
関連する資料を確
認できるようにして
いる。また、各題材
で、「発想・構想」、
「知識・技能」、「鑑
賞」の表示と説明
文により学習の進
め方等を示すなど
の工夫がされてい
る。
以上の特徴が、教
科横断的な探究型
学習を推進して生
徒の幅広い知的好
奇心に応えること
を教育課程編成の
基本方針とする本
校の特徴と合致し
ているためである。

「みつける」、「学習
課題」、「課題の解
決（発問、資料、本
文）」、「活用す
る」、「広げる」とい
う学習展開となっ
ており、学習したこ
とを活用し、応用す
る工夫がされてい
る。また、運動やス
ポーツとの多様な
関わり方や共生の
視点を扱っている
教材が豊富であ
る。
以上の特徴が、自
己のアイデンティ
ティ確立とダイバー
シティ（多様性）尊
重の精神を養い、
「競争」と「協働」が
できる創造的なグ
ローバル人材を育
成することを教育
課程編成の基本方
針とする本校の特
徴と合致している
ためである。

持続可能な社会に
関する内容を取り
上げている箇所が
豊富である。また、
我が国の伝統的な
技術を扱っている
箇所や、世界や日
本の先端技術を
扱っている箇所も
多い。
以上の特徴が、日
本の伝統・文化理
解教育と国際教育
を推進することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

実践的・体験的な
活動や持続可能な
社会に関する内容
がバランスよく配置さ
れている。また、幼
児や高齢者との触
れ合いに関する内
容が豊富である。
以上の特徴が、衣
服の製作、調理、
幼児との触れ合い
等の実践的・体験
的な学習活動を中
心として行うことを家
庭分野の学習指導
の展開とする本校の
特徴と合致している
ためである。

４技能５領域のそ
れぞれに焦点を当
てた活動につい
て、バランスよく取
り扱っている。ま
た、日本の文化・
伝統を扱っている
教材数やSDGｓを
扱っている教材数
も多い。
以上の特徴が、英
語による自己表現
などの活動や校内
スピーチコンテスト
を行うことを英語に
おける学習指導の
展開とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

多様なテーマの教
材をバランスよく配
置している。また、
知識や対人スキル
について掲載し、
社会のリーダーと
しての資質・能力
の育成に資する教
材も多い。
以上の特徴が、日
本の伝統・文化理
解教育と国際教育
を推進して自己の
アイデンティティ確
立とダイバーシティ
（多様性）尊重の精
神を養い、「競争」
と「協働」ができる
創造的なグローバ
ル人材を育成する
ことを教育課程編
成の基本方針とす
る本校の特徴と合
致しているためで
ある。
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採択
理由

「話すこと・聞くこ
と」「書くこと」「読む
こと」の三領域の
資料がバランスよく
配置されている。
また、国際的な視
野に立った内容を
扱っている教材や
文章表現能力の育
成を図る教材が豊
富である。
以上の特徴が、生
徒が広い視野と豊
かな教養を身に付
けることを目指し、
自ら志を立て、自
分が進む道を切り
拓き、新しい文化
を創り出すグロー
バルリーダーを育
成することを教育
課程編成の基本方
針とする本校の特
徴と合致している
ためである。

発展的な内容を取
り上げている箇所
や、行書の基礎的
な書き方を理解し
て行書で書くこと、
行書と仮名の調和
した書き方を取り
上げている項目数
が多い。また、世
界の文字・言語を
扱っている箇所な
どが豊富である。
以上の特徴が、自
ら志を立て、自分
が進む道を切り拓
き、新しい文化を
創り出すグローバ
ルリーダーを育成
することを教育課
程編成の基本方針
とする本校の特徴
と合致しているた
めである。

対話を通して深い
学びを実現するた
めの活動例を、「み
んなでチャレンジ」
として導入や本
文、まとめのペー
ジに配置してい
る。また、世界の
文化・伝統や、調
べ学習の仕方を豊
富に取り扱ってい
る。
以上の特徴が、生
徒が広い視野と豊
かな教養を身に付
けることを目指し、
小石川教養主義に
基づき全ての教
科・科目を偏りなく
学ぶことを教育課
程編成の基本方針
とする本校の特徴
と合致しているた
めである。

各パート冒頭の学
習課題や、最後の
「ステップアップ」だ
けでなく、パート内
の随所に豊富で多
様な発問を設け、
主体的・対話的で
深い学びができる
ようにしている。ま
た、世界の歴史と
関わらせた我が国
の歴史や、時代区
分別に取り上げら
れている歴史上の
人物を数多く取り
扱っている。
以上の特徴が,歴
史的分野の基礎的
教養を習得させる
とともに、歴史的思
考力及び多様な価
値観への理解を深
めさせるという歴史
的分野における学
習指導を展開する
本校の特徴と合致
しているためであ
る。

調べ学習の仕方や
国際社会の諸課題
を学習課題として
扱っている教材が
豊富である。また、
「主体的・対話的で
深い学び」の実現
に向けた工夫とし
て、具体的な学び
方を示す本文構成
や、「公民の技」
「Think」を設け、話
し合う課題を示して
いる。
以上の特徴が、諸
資料を基にした多
面的・多角的な考
察を通して、幅広
い視野をもつ生徒
の育成を図ることを
学習指導の展開と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

地図帳の基本的な
見方・使い方につ
いて、「地図帳の
使い方」で解説し
ており、地図をもと
に確認したり深め
たりする問いの
コーナーである「地
図で発見」を各所
に設けている。ま
た、我が国の伝統
と文化や、課題・問
いを豊富に取り
扱っている。
以上の特徴が、生
徒が広い視野と豊
かな教養を身に付
けることを目指し、
小石川教養主義に
基づき全ての教
科・科目を偏りなく
学ぶことを教育課
程編成の基本方針
とする本校の特徴
と合致しているた
めである。

表やグラフなどを題
材として、数学的
に分析・考察し、論
理的な解決を図る
課題を数多く扱っ
ている。また、 外
国の数学者や業績
等を扱っている教
材などが豊富であ
る。
以上の特徴が、き
め細かな学習指導
を行うことにより、
数学を学ぶ楽しさ
に気付かせ、基
礎・基本の徹底を
図ることを数学に
おける学習指導の
展開とし、国際社
会に生きる日本人
として、幅広い教
養と豊かな感性を
育む本校の特徴と
合致しているため
である。

２分野、１分野を一
つのまとまりとして
掲載しており、日
常生活及び社会と
の関連に関する内
容を取り上げてい
る箇所数や、脱炭
素化に関して扱っ
ている箇所数が多
い。また、世界の
先端の科学技術を
扱っている教材が
豊富である。
以上の特徴が、実
験や観察を中心に
した自然科学教育
を実施することによ
り、基礎知識を体
験的に学ばせると
ともに、科学の発
展などとの関連を
図りながら、科学
的なものの見方・
考え方を養うことを
理科における学習
指導の展開とする
本校の特徴と合致
しているためであ
る。

鑑賞と表現を関連
付けながら学習で
きるような構成・配
列がなされており、
言語活動について
具体的に示された
箇所や、「鑑賞」の
教材数が豊富であ
る。また、創意工
夫を生かした活動
についての記述も
多い。
以上の特徴が、広
い視野と豊かな教
養を身に付けさせ
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

和楽器への興味・
関心が高まるよ
う、各楽器のエキ
スパートからの、専
門家ならではの
メッセージを掲載す
るなどの工夫がさ
れている。また、取
り上げている楽器
の種類別の数も豊
富である。
以上の特徴が、広
い視野と豊かな教
養を身に付けさせ
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

各題材ページに関
連ページを示し、
関連する資料を確
認できるようにして
いる。また、各題材
で、「発想・構想」、
「知識・技能」、「鑑
賞」の表示と説明
文により学習の進
め方等を示すこと
や、「作者の言葉」
で発想や構想、表
現の工夫、作品に
込めた思いを示す
などの工夫がされ
ている。
以上の特徴が、広
い視野と豊かな教
養を身に付けさせ
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

「みつける」、「学習
課題」、「課題の解
決（発問、資料、本
文）」、「活用す
る」、「広げる」とい
う学習展開となっ
ており、学習したこ
とを活用し、応用す
る工夫がされてい
る。また、運動やス
ポーツとの多様な
関わり方や共生の
視点を扱っている
教材が豊富であ
る。
以上の特徴が、教
育活動を通じて、
自ら志を立て、自
分が進む道を切り
拓き、新しい文化
を創り出すグロー
バルリーダーを育
成することを教育
課程編成の基本方
針とする本校の特
徴と合致している
ためである。

持続可能な社会に
関する内容を取り
上げている箇所が
豊富である。また、
世界各地の生活や
技術及び我が国と
の交流を扱ってい
る箇所や、世界や
日本の先端技術を
扱っている箇所も
多い。
以上の特徴が、生
徒が広い視野と豊
かな教養を身に付
けることを教育課
程編成の基本方針
とする本校の特徴
と合致しているた
めである。

実践的・体験的な
活動や持続可能な
社会に関する内容
がバランスよく配置
されている。また、
幼児や高齢者との
触れ合いに関する
内容が豊富であ
る。
以上の特徴が、衣
食住の生活につい
て関心をもち、家
庭生活をよりよくす
るために、実践的・
体験的な学習活動
を通して、生活の
自立に必要な基礎
的な技術を身に付
けさせることを家庭
分野の学習指導の
展開とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

４技能５領域のそ
れぞれに焦点を当
てた活動につい
て、バランスよく取
り扱っている。ま
た、海外の機関や
学校との交流活動
について記述して
ある教材数も多
い。
以上の特徴が、実
践的なコミュニケー
ション能力の向上
を図るとともに、プ
レゼンテーションや
ディベートを行うこ
とを英語における
学習指導の展開と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

多様なテーマの教
材をバランスよく配
置している。また、
知識や対人スキル
について掲載し、
社会のリーダーと
しての資質・能力
の育成に資する教
材も多い。
以上の特徴が、自
ら志を立て、自分
が進む道を切り拓
き、新しい文化を
創り出すグローバ
ルリーダーを育成
することを教育課
程編成の基本方針
とする本校の特徴
と合致しているた
めである。
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採択
理由

「話すこと・聞くこ
と」「書くこと」「読む
こと」の三領域の
資料がバランスよく
配置されている。
また、日本の文化・
伝統を学ぶ古典の
教材や国際的な視
野に立った内容を
扱っている教材が
豊富である。
以上の特徴が、６
年間の指導計画や
探究活動を通じ
て、高い学力を身
に付けさせるととも
に、豊かな言語能
力と望ましい職業
観、高い志と世界
的視野をもった人
間性豊かな生徒を
育成することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

発展的な内容を取
り上げている箇所
や、行書の基礎的
な書き方を理解し
て行書で書くこと、
行書と仮名の調和
した書き方を取り
上げている項目数
が多い。また、日
本の文化・伝統で
ある古典を活用し
ている教材などが
豊富である。
以上の特徴が、豊
かな言語能力と望
ましい職業観、高
い志と世界的視野
をもった人間性豊
かな生徒を育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

「学習を振り返ろ
う」を活用し、思考
ツールや話合い活
動を通して対話的
な学びや深い学び
を実現できるように
している。また、我
が国の伝統と文化
や調べ学習の仕方
を豊富に取り扱っ
ている。
以上の特徴が、高
い学力を身に付け
させるとともに、豊
かな言語能力と望
ましい職業観、高
い志と世界的視野
をもった人間性豊
かな生徒を育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

各パート冒頭の学
習課題や、最後の
「ステップアップ」だ
けでなく、パート内
の随所に豊富で多
様な発問を設け、
主体的・対話的で
深い学びができる
ようにしている。ま
た、世界の歴史と
関わらせた我が国
の歴史や、時代区
分別に取り上げら
れている歴史上の
人物を数多く取り
扱っている。
以上の特徴が、高
い学力を身に付け
させるとともに、豊
かな言語能力と望
ましい職業観、高
い志と世界的視野
をもった人間性豊
かな生徒を育成す
るということを教育
課程編成の基本方
針とする、本校の
特徴と合致してい
るためである。

調べ学習の仕方や
国際社会の諸課題
を学習課題として
扱っている教材が
豊富である。また、
「主体的・対話的で
深い学び」の実現
に向けた工夫とし
て、「学習課題」や
「チェック&トライ」な
ど具体的な学び方
を示す本文構成
や、「公民の技」
「Think」を設け、話
し合う課題を示して
いる。
以上の特徴が、資
料・文献などを活用
し、思考力、考察
力、応用力を身に
付ける学習活動を
重視することを学
習指導の展開とす
る本校の特徴と合
致しているためで
ある。

地図帳の基本的な
見方・使い方につ
いて、「地図帳の
使い方」で解説し
ており、地図をもと
に確認したり深め
たりする問いの
コーナーである「地
図で発見」を各所
に設けている。ま
た、我が国の伝統
と文化や、課題・問
いを豊富に取り
扱っている。
以上の特徴が、高
い学力を身に付け
させるとともに、豊
かな言語能力と望
ましい職業観、高
い志と世界的視野
をもった人間性豊
かな生徒を育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

説明や証明など、
論理的な思考力の
育成を図る課題を
数多く扱っている。
また、 外国の数学
者や業績等を扱っ
ている教材などが
豊富である。
以上の特徴が、世
界的視野をもって
国際社会で活躍で
きる生徒を育成す
るとともに、数学的
認識を高め、事象
を多面的に見る力
を育てながら、それ
を数学的に表現、
解析し、論理的な
考察力を養うことを
数学における学習
指導の展開とする
本校の特徴と合致
しているためであ
る。

２分野、１分野を一
つのまとまりとして
掲載しており、日
常生活及び社会と
の関連に関する内
容を取り上げてい
る箇所数や、脱炭
素化に関して扱っ
ている箇所数が多
い。また、世界の
先端の科学技術を
扱っている教材が
豊富である。
以上の特徴が、科
学技術をめぐる倫
理的課題や環境問
題等の科学技術の
進歩に関わる課題
等についても取り
上げ、正確な理解
力や判断力が身に
付くようにすること
を理科における学
習指導の展開とす
る本校の特徴と合
致しているためで
ある。

鑑賞と表現を関連
付けながら学習で
きるような構成・配
列がなされており、
言語活動について
具体的に示された
箇所や、「鑑賞」の
教材数が豊富であ
る。また、我が国
や郷土の伝統音楽
を扱っている教材
も多い。
以上の特徴が、広
く深い教養を身に
付け、心身ともに
健康で明朗な生徒
を育成することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

和楽器への興味・
関心が高まるよ
う、各楽器のエキ
スパートからの、専
門家ならではの
メッセージを掲載す
るなどの工夫がさ
れている。また、取
り上げている楽器
の種類別の数も豊
富である。
以上の特徴が、広
く深い教養を身に
付け、心身ともに
健康で明朗な生徒
を育成することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

各題材ページに関
連ページを示し、
関連する資料を確
認できるようにして
いる。また、各題材
で、「発想・構想」、
「知識・技能」、「鑑
賞」の表示と説明
文により学習の進
め方等を示すこと
や、「作者の言葉」
で発想や構想、表
現の工夫、作品に
込めた思いを示す
などの工夫がされ
ている。
以上の特徴が、広
く深い教養を身に
付け、心身ともに
健康で明朗な生徒
を育成することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

「みつける」、「学習
課題」、「課題の解
決（発問、資料、本
文）」、「活用す
る」、「広げる」とい
う学習展開となっ
ており、学習したこ
とを活用し、応用す
る工夫がされてい
る。また、学習した
ことを実生活や実
社会に生かすこと
を扱っている教材
が豊富である。
以上の特徴が、基
礎的な体力・運動
能力を高めるととも
に、将来にわたり
スポーツに親し
み、経験していく態
度・技能・知識を身
に付けさせることを
保健体育における
学習指導の展開と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

持続可能な社会に
関する内容を取り
上げている箇所が
豊富である。また、
我が国の伝統的な
技術を扱っている
箇所や、世界や日
本の先端技術を
扱っている箇所も
多い。
以上の特徴が、
「自律自修」の精神
に基づき、真理と
正義を愛し、広く深
い教養を身に付
け、心身ともに健
康で明朗な生徒を
育成することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

実践的・体験的な
活動や持続可能な
社会に関する内容
がバランスよく配置
されている。また、
幼児や高齢者との
触れ合いに関する
内容が豊富であ
る。
以上の特徴が、衣
服の製作、幼児と
の触れ合い等の実
践的・体験的な学
習活動を中心とし
て行い、地域と協
力した体験学習、
地域調査・研究等
により、地域から
学ぶ学習を積極的
に取り入れることを
家庭分野の学習指
導の展開とする本
校の特徴と合致し
ているためである。

４技能５領域のそ
れぞれに焦点を当
てた活動につい
て、バランスよく取
り扱っている。ま
た、海外の機関や
学校との交流活動
について記述して
ある教材数も多
い。
以上の特徴が、イ
ンターネットを活用
した海外生徒との
交流やプレゼン
テーション能力・
ディスカッション能
力の伸長を図るこ
とを英語における
学習指導の展開と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

多様なテーマの教
材をバランスよく配
置している。また、
知識や対人スキル
について掲載し、
自ら課題を設定・
解決する学習活動
に資する教材も多
い。
以上の特徴が、探
究活動を通じて、
高い学力を身に付
けさせるとともに、
豊かな言語能力と
望ましい職業観、
高い志と世界的視
野をもった人間性
豊かな生徒を育成
することを教育課
程編成の基本方針
とする本校の特徴
と合致しているた
めである。
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発行者 光村 教出 帝国 山川 教出 帝国 学図 啓林館 教芸 教芸 開隆堂 東書 東書 東書 東書 日文

採択
理由

「話すこと・聞くこ
と」「書くこと」「読む
こと」の三領域の
資料がバランスよく
配置されている。
また、日本の文化・
伝統を学ぶ古典の
教材や文章表現能
力の育成を図る教
材が豊富である。
以上の特徴が、
「世界の中の日本
人としてのアイデン
ティティをもって国
際社会を担う人材
を育成する学校」を
目指し、真理の探
究を極め、困難な
課題に主体的に取
り組み、粘り強く解
決できる生徒を育
成することを教育
課程編成の基本方
針とする本校の特
徴と合致している
ためである。

発展的な内容を取
り上げている箇所
や、行書の基礎的
な書き方を理解し
て行書で書くこと、
行書と仮名の調和
した書き方を取り
上げている項目数
が多い。また、日
本の文化・伝統で
ある古典を活用し
ている教材などが
豊富である。
以上の特徴が、世
界の中の日本人と
してのアイデンティ
ティをもって国際社
会を担う人材を育
成することを教育
課程編成の基本方
針とする本校の特
徴と合致している
ためである。

「学習を振り返ろ
う」を活用し、思考
ツールや話合い活
動を通して対話的
な学びや深い学び
を実現できるように
している。また、我
が国の伝統と文化
や調べ学習の仕方
を豊富に取り扱っ
ている。
以上の特徴が、真
理の探究を極め、
困難な課題に主体
的に取り組み、
粘り強く解決できる
生徒を育成するこ
とを教育課程編成
の基本方針とする
本校の特徴と合致
しているためであ
る。

各パート冒頭の学
習課題や、最後の
「ステップアップ」だ
けでなく、パート内
の随所に豊富で多
様な発問を設け、
主体的・対話的で
深い学びができる
ようにしている。ま
た、我が国の伝統
と文化や、時代区
分別に取り上げら
れている歴史上の
人物を数多く取り
扱っている。
以上の特徴が、６
年間の一貫した教
育活動の中で、世
界の中の日本人と
してのアイデンティ
ティをもって国際社
会を担う人材を育
成することを教育
課程編成の基本方
針とする、本校の
特徴と合致してい
るためである。

調べ学習の仕方や
国際社会の諸課題
を学習課題として
扱っている教材が
豊富である。また、
「主体的・対話的で
深い学び」の実現
に向けた工夫とし
て、具体的な学び
方を示す本文構成
や、「公民の技」
「Think」を設け、話
し合う課題を示して
いる。
以上の特徴が、国
際交流事業といっ
た教育活動を通じ
て、真理の探究を
極め、困難な課題
に主体的に取り組
み、粘り強く解決で
きる生徒を育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

地図帳の基本的な
見方・使い方につ
いて、「地図帳の
使い方」で解説し
ており、地図をもと
に確認したり深め
たりする問いの
コーナーである「地
図で発見」を各所
に設けている。ま
た、我が国の伝統
と文化や、課題・問
いを豊富に取り
扱っている。
以上の特徴が、真
理の探究を極め、
困難な課題に主体
的に取り組み、
粘り強く解決できる
生徒を育成するこ
とを教育課程編成
の基本方針とする
本校の特徴と合致
しているためであ
る。

説明や証明など、
論理的な思考力の
育成を図る課題を
数多く扱っている。
また、 外国の数学
者や業績等を扱っ
ている教材などが
豊富である。
以上の特徴が、世
界の中の日本人と
してのアイデンティ
ティをもって国際社
会を担う人材を育
成するとともに、数
学の発展的な内容
や体系を意識させ
ながら、数学的な
考え方、解析の手
法、論証の進め方
等を身に付けさせ
ることを数学にお
ける学習指導の展
開とする本校の特
徴と合致している
ためである。

２分野、１分野を一
つのまとまりとして
掲載しており、日
常生活及び社会と
の関連に関する内
容を取り上げてい
る箇所数や、脱炭
素化に関して扱っ
ている箇所数が多
い。また、世界の
先端の科学技術を
扱っている教材が
豊富である。
以上の特徴が、自
然を科学的に捉え
て、論理的に考
え、分析・理解する
ために、科学的な
見方や考え方を養
うとともに、自然に
対する総合的なも
のの見方を育てる
ことを理科におけ
る学習指導の展開
とする本校の特徴
と合致しているた
めである。

鑑賞と表現を関連
付けながら学習で
きるような構成・配
列がなされており、
言語活動について
具体的に示された
箇所や、「鑑賞」の
教材数が豊富であ
る。また、我が国
や郷土の伝統音楽
を扱っている教材
も多い。
以上の特徴が、世
界の中の日本人と
してのアイデンティ
ティをもって国際社
会を担う人材を育
成することを教育
課程編成の基本方
針とする本校の特
徴と合致している
ためである。

和楽器への興味・
関心が高まるよ
う、各楽器のエキ
スパートからの、専
門家ならではの
メッセージを掲載す
るなどの工夫がさ
れている。また、取
り上げている楽器
の種類別の数も豊
富である。
以上の特徴が、世
界の中の日本人と
してのアイデンティ
ティをもって国際社
会を担う人材を育
成することを教育
課程編成の基本方
針とする本校の特
徴と合致している
ためである。

各題材ページに関
連ページを示し、
関連する資料を確
認できるようにして
いる。また、各題材
で、「発想・構想」、
「知識・技能」、「鑑
賞」の表示と説明
文により学習の進
め方等を示すなど
の工夫がされてい
る。
以上の特徴が、真
理の探究を極め、
困難な課題に主体
的に取り組み、粘
り強く解決できる生
徒を育成することを
教育課程編成の基
本方針とする本校
の特徴と合致して
いるためである。

「みつける」、「学習
課題」、「課題の解
決（発問、資料、本
文）」、「活用す
る」、「広げる」とい
う学習展開となっ
ており、学習したこ
とを活用し、応用す
る工夫がされてい
る。また、運動やス
ポーツとの多様な
関わり方や共生の
視点を扱っている
教材が豊富であ
る。
以上の特徴が、世
界の中の日本人と
してのアイデンティ
ティをもって国際社
会を担う人材を育
成することを教育
課程編成の基本方
針とする本校の特
徴と合致している
ためである。

持続可能な社会に
関する内容を取り
上げている箇所が
豊富である。また、
我が国の伝統的な
技術を扱っている
箇所や、世界や日
本の先端技術を
扱っている箇所も
多い。
以上の特徴が、世
界の中の日本人と
してのアイデンティ
ティをもって国際社
会を担う人材を育
成することを教育
課程編成の基本方
針とする本校の特
徴と合致している
ためである。

実践的・体験的な
活動や持続可能な
社会に関する内容
がバランスよく配置
されている。また、
職業観・勤労観に
関する内容では、
学習と社会とのつ
ながりを意識でき
る工夫がされてい
る。
以上の特徴が、実
践的・体験的な学
習活動を通して、
生活の自立に必要
な衣食住に関する
基礎的な知識と技
術を習得させること
を家庭分野の学習
指導の展開とする
本校の特徴と合致
しているためであ
る。

４技能５領域のそ
れぞれに焦点を当
てた活動につい
て、バランスよく取
り扱っている。ま
た、日本の文化・
伝統を扱っている
教材数やSDGｓを
扱っている教材数
も多い。
以上の特徴が、プ
レゼンテーション授
業を取り入れ、学
習の成果や自分の
考え、意見を発表
する機会を設定す
ることを英語にお
ける学習指導の展
開とする本校の特
徴と合致している
ためである。

多様なテーマの教
材をバランスよく配
置している。また、
知識や対人スキル
について掲載し、
社会のリーダーと
しての資質・能力
の育成に資する教
材数も多い。
以上の特徴が、世
界の中の日本人と
してのアイデンティ
ティをもって国際社
会を担う人材を育
成する学校を目指
し、真理の探究を
極め、困難な課題
に主体的に取り組
み、粘り強く解決で
きる生徒を育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

保健体育
技術・家庭

英語 道徳

 桜修館
中等教育学校
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採択
理由

「話すこと・聞くこ
と」「書くこと」「読む
こと」の三領域の
資料がバランスよく
配置されている。
また、論理的な思
考力・表現力を育
てる教材や文章表
現能力の育成を図
る教材が豊富であ
る。
以上の特徴が、
「国際社会に貢献
できるリーダーとな
るために必要な学
業を修め、人格を
陶冶する」という教
育目標を実現する
ために、特色ある
プログラムを通じて
日常から養える国
際感覚と多様性を
もつ生徒を育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

発展的な内容を取
り上げている箇所
や、行書の基礎的
な書き方を理解し
て行書で書くこと、
行書と仮名の調和
した書き方を取り
上げている項目数
が多い。また、世
界の文字・言語を
扱っている箇所な
どが豊富である。
以上の特徴が、国
際社会に貢献でき
るリーダーとなるた
めに必要な学業を
修め、人格を陶冶
することを教育課
程編成の基本方針
とする本校の特徴
と合致しているた
めである。

「学習を振り返ろ
う」を活用し、思考
ツールや話合い活
動を通して対話的
な学びや深い学び
を実現できるように
している。また、世
界の文化・伝統や
調べ学習の仕方を
豊富に取り扱って
いる。
以上の特徴が、
Road to Global
Citizen－Think
Globally, Act
Locally－を掲げ、
特色あるプログラ
ムを通じて日常か
ら養える国際感覚
と多様性をもつ生
徒を育成することを
教育課程編成の基
本方針とする本校
の特徴と合致して
いるためである。

各パート冒頭の学
習課題や、最後の
「ステップアップ」だ
けでなく、パート内
の随所に豊富で多
様な発問を設け、
主体的・対話的で
深い学びができる
ようにしている。ま
た、我が国の伝統
と文化や、時代区
分別に取り上げら
れている歴史上の
人物を数多く取り
扱っている。
以上の特徴が、世
界の中の日本とい
う視点に立って、
多様な考え方やも
のの見方に触れさ
せることにより、も
のごとを多面的に
考察する力や問題
解決能力を育成す
るという歴史的分
野における学習指
導を展開する本校
の特徴と合致して
いるためである。

調べ学習の仕方や
国際社会の諸課題
を学習課題として
扱っている教材が
豊富である。また、
「主体的・対話的で
深い学び」の実現
に向けた工夫とし
て、具体的な学び
方を示す本文構成
や、「公民の技」
「Think」を設け、話
し合う課題を示して
いる。
以上の特徴が、日
常から養える国際
感覚と多様性をも
つ生徒を育成する
ことを教育課程編
成の基本方針とす
る本校の特徴と合
致しているためで
ある。

地図帳の基本的な
見方・使い方につ
いて、「地図帳の
使い方」で解説し
ており、地図をもと
に確認したり深め
たりする問いの
コーナーである「地
図で発見」を各所
に設けている。ま
た、我が国の伝統
と文化や、課題・問
いを豊富に取り
扱っている。
以上の特徴が、
Road to Global
Citizen－Think
Globally, Act
Locally－を掲げ、
特色あるプログラ
ムを通じて日常か
ら養える国際感覚
と多様性をもつ生
徒を育成することを
教育課程編成の基
本方針とする本校
の特徴と合致して
いるためである。

説明や証明など、
論理的な思考力の
育成を図る課題を
数多く扱っている。
また、 外国の数学
者や業績等を扱っ
ている教材などが
豊富である。
以上の特徴が、国
際社会に貢献でき
るリーダーとなるた
めに必要な学業を
修めるとともに、問
題解決能力や論理
的思考力を高める
ことを数学におけ
る学習指導の展開
とする本校の特徴
と合致しているた
めである。

２分野、１分野を一
つのまとまりとして
掲載しており、日
常生活及び社会と
の関連に関する内
容を取り上げてい
る箇所数や、脱炭
素化に関して扱っ
ている箇所数が多
い。また、世界の
先端の科学技術を
扱っている教材が
豊富である。
以上の特徴が、体
験的な学習による
具体的なイメージ
形成を重要視し、
問題解決におい
て、論理的な思考
とともに直感的な
思考も大切にする
ことを理科におけ
る学習指導の展開
とする本校の特徴
と合致しているた
めである。

鑑賞と表現を関連
付けながら学習で
きるような構成・配
列がなされており、
言語活動について
具体的に示された
箇所や、「鑑賞」の
教材数が豊富であ
る。また、我が国
や郷土の伝統音楽
を扱っている教材
も多い。
以上の特徴が、日
常から養える国際
感覚と多様性をも
つ生徒を育成する
ことを教育課程編
成の基本方針とす
る本校の特徴と合
致しているためで
ある。

和楽器への興味・
関心が高まるよ
う、各楽器のエキ
スパートからの、専
門家ならではの
メッセージを掲載す
るなどの工夫がさ
れている。また、取
り上げている楽器
の種類別の数も豊
富である。
以上の特徴が、日
常から養える国際
感覚と多様性をも
つ生徒を育成する
ことを教育課程編
成の基本方針とす
る本校の特徴と合
致しているためで
ある。

各題材ページに関
連ページを示し、
関連する資料を確
認できるようにして
いる。また、各題材
で、「発想・構想」、
「知識・技能」、「鑑
賞」の表示と説明
文により学習の進
め方等を示すなど
の工夫がされてい
る。
以上の特徴が、日
常から養える国際
感覚と多様性をも
つ生徒を育成する
ことを教育課程編
成の基本方針とす
る本校の特徴と合
致しているためで
ある。

「みつける」、「学習
課題」、「課題の解
決（発問、資料、本
文）」、「活用す
る」、「広げる」とい
う学習展開となっ
ており、学習したこ
とを活用し、応用す
る工夫がされてい
る。また、運動やス
ポーツとの多様な
関わり方や共生の
視点を扱っている
教材が豊富であ
る。
以上の特徴が、特
色あるプログラムを
通じて日常から養
える国際感覚と多
様性をもつ生徒を
育成することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

持続可能な社会に
関する内容を取り
上げている箇所が
豊富である。また、
世界各地の生活や
技術及び我が国と
の交流を扱ってい
る箇所や、世界や
日本の先端技術を
扱っている箇所も
多い。
以上の特徴が、日
常から養える国際
感覚と多様性をも
つ生徒を育成する
ことを教育課程編
成の基本方針とす
る本校の特徴と合
致しているためで
ある。

実践的・体験的な
活動や持続可能な
社会に関する内容
がバランスよく配置
されている。また、
職業観・勤労観に
関する内容では、
学習と社会とのつ
ながりを意識でき
る工夫がされてい
る。
以上の特徴が、衣
食住を中心に日常
生活に必要な基礎
的な知識、技術を
実践的･体験的な
学習活動を通して
身に付けさせるこ
とを家庭分野の学
習指導の展開とす
る本校の特徴と合
致しているためで
ある。

４技能５領域のそ
れぞれに焦点を当
てた活動につい
て、バランスよく取
り扱っている。ま
た、SDGｓを扱って
いる教材数や海外
の機関や学校との
交流活動について
記述してある教材
数も多い。
以上の特徴が、語
学を活用する際に
必要な技能等の育
成を英語における
学習指導の展開と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

多様なテーマの教
材をバランスよく配
置している。また、
知識や対人スキル
について掲載し、
社会のリーダーと
しての資質・能力
の育成に資する教
材も多い。
以上の特徴が、
「国際社会に貢献
できるリーダーとな
るために必要な学
業を修め、人格を
陶冶する」という教
育目標を実現する
ために、日常から
養える国際感覚と
多様性をもつ生徒
を育成することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。
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採択
理由

「話すこと・聞くこ
と」「書くこと」「読む
こと」の三領域の
資料がバランスよく
配置されている。
また、国際的な視
野に立った内容を
扱っている教材や
論理的な思考力・
表現力の育成を図
る教材が豊富であ
る。
以上の特徴が、豊
かな知性と感性を
育て、健康な心と
体を養い、一人一
人の高い進路目標
を確立し、実現す
ることで、「国際社
会に貢献する知性
豊かなリーダー」を
育成することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

発展的な内容を取
り上げている箇所
や、行書の基礎的
な書き方を理解し
て行書で書くこと、
行書と仮名の調和
した書き方を取り
上げている項目数
が多い。また、世
界の文字・言語を
扱っている箇所な
どが豊富である。
以上の特徴が、豊
かな知性と感性を
育て、「国際社会
に貢献する知性豊
かなリーダー」を育
成することを教育
課程編成の基本方
針とする本校の特
徴と合致している
ためである。

「学習を振り返ろ
う」を活用し、思考
ツールや話合い活
動を通して対話的
な学びや深い学び
を実現できるように
している。また、世
界の文化・伝統や
調べ学習の仕方を
豊富に取り扱って
いる。
以上の特徴が、豊
かな知性と感性を
育て、健康な心と
体を養い、一人一
人の高い進路目標
を確立し、実現す
ることで、「国際社
会に貢献する知性
豊かなリーダー」を
育成することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

各パート冒頭の学
習課題や、最後の
「ステップアップ」だ
けでなく、パート内
の随所に豊富で多
様な発問を設け、
主体的・対話的で
深い学びができる
ようにしている。ま
た、世界の歴史と
関わらせた我が国
の歴史や、時代区
分別に取り上げら
れている歴史上の
人物を数多く取り
扱っている。
以上の特徴が、国
際社会に貢献でき
る知性豊かなリー
ダーを育成するた
め、国際教育を推
進することを学校
経営計画の取り組
み目標とする、本
校の特徴と合致し
ているためである。

調べ学習の仕方や
国際社会の諸課題
を学習課題として
扱っている教材が
豊富である。また、
「主体的・対話的で
深い学び」の実現
に向けた工夫とし
て、具体的な学び
方を示す本文構成
や、「公民の技」
「Think」を設け、話
し合う課題を示して
いる。
以上の特徴が、豊
かな知性と感性を
育て、健康な心と
体を養い、一人一
人の高い進路目標
を確立し、実現す
ることで、「国際社
会に貢献する知性
豊かなリーダー」を
育成することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

地図帳の基本的な
見方・使い方につ
いて、「地図帳の
使い方」で解説し
ており、地図をもと
に確認したり深め
たりする問いの
コーナーである「地
図で発見」を各所
に設けている。ま
た、我が国の伝統
と文化や、課題・問
いを豊富に取り
扱っている。
以上の特徴が、豊
かな知性と感性を
育て、健康な心と
体を養い、一人一
人の高い進路目標
を確立し、実現す
ることで、「国際社
会に貢献する知性
豊かなリーダー」を
育成することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

説明や証明など、
論理的な思考力の
育成を図る課題を
数多く扱っている。
また、 外国の数学
者や業績等を扱っ
ている教材などが
豊富である。
以上の特徴が、
「国際社会に貢献
する知性豊かな
リーダー」を育成す
るとともに、基礎的
事項をもとに、物事
を多角的に捉え表
現する力や問題解
決力を養うことを数
学における学習指
導の展開とする本
校の特徴と合致し
ているためである。

２分野、１分野を一
つのまとまりとして
掲載しており、日
常生活及び社会と
の関連に関する内
容を取り上げてい
る箇所数や、脱炭
素化に関して扱っ
ている箇所数が多
い。また、世界の
先端の科学技術を
扱っている教材が
豊富である。
以上の特徴が、観
察や実験の機会を
十分に確保し、自
然界のさまざまな
事物や現象と接す
ることにより、自然
科学に対する興
味・関心を高めるこ
とを理科における
学習指導の展開と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

鑑賞と表現を関連
付けながら学習で
きるような構成・配
列がなされており、
言語活動について
具体的に示された
箇所や、「鑑賞」の
教材数が豊富であ
る。また、創意工
夫を生かした活動
についての記述も
多い。
以上の特徴が、豊
かな知性と感性を
育て、「国際社会
に貢献する知性豊
かなリーダー」を育
成することを教育
課程編成の基本方
針とする本校の特
徴と合致している
ためである。

和楽器への興味・
関心が高まるよ
う、各楽器のエキ
スパートからの、専
門家ならではの
メッセージを掲載す
るなどの工夫がさ
れている。また、取
り上げている楽器
の種類別の数も豊
富である。
以上の特徴が、豊
かな知性と感性を
育て、「国際社会
に貢献する知性豊
かなリーダー」を育
成することを教育
課程編成の基本方
針とする本校の特
徴と合致している
ためである。

各題材ページに関
連ページを示し、
関連する資料を確
認できるようにして
いる。また、各題材
で、「発想・構想」、
「知識・技能」、「鑑
賞」の表示と説明
文により学習の進
め方等を示すこと
や、「作者の言葉」
で発想や構想、表
現の工夫、作品に
込めた思いを示す
などの工夫がされ
ている。
以上の特徴が、豊
かな知性と感性を
育て、「国際社会
に貢献する知性豊
かなリーダー」を育
成することを教育
課程編成の基本方
針とする本校の特
徴と合致している
ためである。

「みつける」、「学習
課題」、「課題の解
決（発問、資料、本
文）」、「活用す
る」、「広げる」とい
う学習展開となっ
ており、学習したこ
とを活用し、応用す
る工夫がされてい
る。また、学習した
ことを実生活や実
社会に生かすこと
を扱っている教材
を豊富に取り扱っ
ている。
以上の特徴が、自
らの健康が、環境
など多様な要素と
のかかわりの中で
成り立っていること
を理解することによ
り、自らの健康を適
切に管理し改善す
る能力を養うことを
保健体育における
学習指導の展開と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

持続可能な社会に
関する内容を取り
上げている箇所が
豊富である。また、
世界各地の生活や
技術及び我が国と
の交流を扱ってい
る箇所や、世界や
日本の先端技術を
扱っている箇所も
多い。
以上の特徴が、
「国際社会に貢献
する知性豊かな
リーダー」を育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

実践的・体験的な
活動や持続可能な
社会に関する内容
がバランスよく配置
されている。また、
職業観・勤労観に
関する内容では、
学習と社会とのつ
ながりを意識でき
る工夫がされてい
る。
以上の特徴が、生
活の自立に必要な
衣食住について基
礎的な知識、技術
を実践的･体験的
な学習活動を通し
て身に付けさせる
ことを家庭分野の
学習指導の展開と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

４技能５領域のそ
れぞれに焦点を当
てた活動につい
て、バランスよく取
り扱っている。ま
た、SDGｓを扱って
いる教材数や海外
の機関や学校との
交流活動について
記述してある教材
数も多い。
以上の特徴が、海
外での語学研修、
スピーチコンテスト
等を行うことにより
プレゼンテーション
能力の伸長を図る
ことを英語におけ
る学習指導の展開
とする本校の特徴
と合致しているた
めである。

多様なテーマの教
材をバランスよく配
置している。また、
知識や対人スキル
について掲載し、
社会のリーダーと
しての資質・能力
の育成に資する教
材も多い。
以上の特徴が、豊
かな知性と感性を
育て、健康な心と
体を養い、一人一
人の高い進路目標
を確立し、実現す
ることで、「国際社
会に貢献する知性
豊かなリーダー」を
育成することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。
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地理的分野 歴史的分野 公民的分野 一般 器楽合奏 技術分野 家庭分野
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採択
理由

「話すこと・聞くこ
と」「書くこと」「読む
こと」の三領域の
資料がバランスよく
配置されている。
また、豊かな読書
活動へと発展する
教材や音声言語に
よる伝え合う力の
育成を図る教材が
豊富である。
以上の特徴が、６
年間一気通貫した
探究活動を中心と
した教育活動を通
じて理数的課題発
見力・解決力を育
成するとともに、新
しい価値観と既存
の価値観を調和さ
せ、社会の課題を
解決するために自
己の限界に挑戦で
きる人間を育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

発展的な内容を取
り上げている箇所
や、行書の基礎的
な書き方を理解し
て行書で書くこと、
行書と仮名の調和
した書き方を取り
上げている項目数
が多い。また、日
本の文化・伝統で
ある古典を活用し
ている教材などが
豊富である。
以上の特徴が、新
しい価値観と既存
の価値観を調和さ
せ、社会の課題を
解決するために自
己の限界に挑戦で
きる人間を育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

「学習を振り返ろ
う」を活用し、思考
ツールや話合い活
動を通して対話的
な学びや深い学び
を実現できるように
している。また、世
界の文化・伝統や
調べ学習の仕方を
豊富に取り扱って
いる。
以上の特徴が、理
数的課題発見力・
解決力を育成する
とともに、新しい価
値観と既存の価値
観を調和させ、社
会の課題を解決す
るために自己の限
界に挑戦できる人
間を育成することを
教育課程編成の基
本方針とする本校
の特徴と合致して
いるためである。

各パート冒頭の学
習課題や、最後の
「ステップアップ」だ
けでなく、パート内
の随所に豊富で多
様な発問を設け、
主体的・対話的で
深い学びができる
ようにしている。ま
た、世界の歴史と
関わらせた我が国
の歴史や、時代区
分別に取り上げら
れている歴史上の
人物を数多く取り
扱っている。
以上の特徴が、Ｓ
ＳＨ校として課題研
究と他の全ての教
科の関連をもたせ
たカリキュラムを推
進するということを
学校経営計画の中
期目標とする、本
校の特徴と合致し
ているためである。

調べ学習の仕方や
国際社会の諸課題
を学習課題として
扱っている教材が
豊富である。また、
「主体的・対話的で
深い学び」の実現
に向けた工夫とし
て、具体的な学び
方を示す本文構成
や、「公民の技」
「Think」を設け、話
し合う課題を示して
いる。
以上の特徴が、現
代社会の諸課題の
解決に向けて、自
分の考えを提言す
ることができる能
力を育てることを学
習指導の展開とす
る本校の特徴と合
致しているためで
ある。

地図帳の基本的な
見方・使い方につ
いて、「地図帳の
使い方」で解説し
ており、地図をもと
に確認したり深め
たりする問いの
コーナーである「地
図で発見」を各所
に設けている。ま
た、我が国の伝統
と文化や、課題・問
いを豊富に取り
扱っている。
以上の特徴が、理
数的課題発見力・
解決力を育成する
とともに、新しい価
値観と既存の価値
観を調和させ、社
会の課題を解決す
るために自己の限
界に挑戦できる人
間を育成することを
教育課程編成の基
本方針とする本校
の特徴と合致して
いるためである。

説明や証明など、
論理的な思考力の
育成を図る課題を
数多く扱っている。
また、表やグラフな
どを題材として、数
学的に分析・考察
し、論理的な解決
を図る課題の箇所
数が豊富である。
以上の特徴が、探
究活動を中心とし
た教育活動を通じ
て理数的課題発見
力・解決力を育成
するとともに、事象
を数理的に捉える
活動を重視し、そ
れを数学的に表
現・処理する能力
の伸張を図ることを
数学における学習
指導の展開とする
本校の特徴と合致
しているためであ
る。

２分野、１分野を一
つのまとまりとして
掲載しており、日
常生活及び社会と
の関連に関する内
容を取り上げてい
る箇所数や、脱炭
素化に関して扱っ
ている箇所数が多
い。また、世界の
先端の科学技術を
扱っている教材が
豊富である。
以上の特徴が、観
察や実験の機会を
十分に確保し、自
然界の様々な事物
や現象と接するこ
とにより、自然科学
に対する興味・関
心を高めることを理
科における学習指
導の展開とする本
校の特徴と合致し
ているためである。

鑑賞と表現を関連
付けながら学習で
きるような構成・配
列がなされており、
言語活動について
具体的に示された
箇所や、「鑑賞」の
教材数が豊富であ
る。また、創意工
夫を生かした活動
についての記述も
多い。
以上の特徴が、新
しい価値観と既存
の価値観を調和さ
せ、社会の課題を
解決するために自
己の限界に挑戦で
きる人間を育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

和楽器への興味・
関心が高まるよ
う、各楽器のエキ
スパートからの、専
門家ならではの
メッセージを掲載す
るなどの工夫がさ
れている。また、取
り上げている楽器
の種類別の数も豊
富である。
以上の特徴が、新
しい価値観と既存
の価値観を調和さ
せ、社会の課題を
解決するために自
己の限界に挑戦で
きる人間を育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

各題材ページに関
連ページを示し、
関連する資料を確
認できるようにして
いる。また、各題材
で、「発想・構想」、
「知識・技能」、「鑑
賞」の表示と説明
文により学習の進
め方等を示すなど
の工夫がされてお
り、生活や社会を
美しく豊かにする
美術の働きを扱っ
ているページも豊
富である。
以上の特徴が、新
しい価値観と既存
の価値観を調和さ
せ、社会の課題を
解決するために自
己の限界に挑戦で
きる人間を育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

「みつける」、「学習
課題」、「課題の解
決（発問、資料、本
文）」、「活用す
る」、「広げる」とい
う学習展開となっ
ており、学習したこ
とを活用し、応用す
る工夫がされてい
る。また、防災や
自然災害を扱って
いるページ数が豊
富である。
以上の特徴が、自
らの健康が様々な
要素との関わりの
中で成り立ってい
ることを理解し、生
涯にわたり健やか
に生きていくため
の正しい知識と適
切な意思決定及び
行動選択の力を養
うことを保健体育
における学習指導
の展開とする本校
の特徴と合致して
いるためである。

持続可能な社会に
関する内容を取り
上げている箇所が
豊富である。また、
世界各地の生活や
技術及び我が国と
の交流を扱ってい
る箇所や、世界や
日本の先端技術を
扱っている箇所も
多い。
以上の特徴が、新
しい価値観と既存
の価値観を調和さ
せ、社会の課題を
解決するために自
己の限界に挑戦で
きる人間を育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

実践的・体験的な
活動や持続可能な
社会に関する内容
がバランスよく配置
されている。また、
職業観・勤労観に
関する内容では、
学習と社会とのつ
ながりを意識でき
る工夫がされてい
る。
以上の特徴が、家
庭や地域・環境問
題などについて、
実験・実習を取り入
れ、生活の自立と
共生の姿勢を育て
ることを家庭分野
の学習指導の展開
とする本校の特徴
と合致しているた
めである。

４技能５領域のそ
れぞれに焦点を当
てた活動につい
て、バランスよく取
り扱っている。ま
た、海外の機関や
学校との交流活動
について記述して
ある教材数も多
い。
以上の特徴が、実
践的なコミュニケー
ション活動を行うた
めに日常的にス
ピーチなどの発表
の機会を積極的に
設けることを英語
における学習指導
の展開とする本校
の特徴と合致して
いるためである。

多様なテーマの教
材をバランスよく配
置している。また、
知識や対人スキル
について掲載し、
自ら課題を設定・
解決する学習活動
に資する教材も多
い。
以上の特徴が、理
数的課題発見力・
解決力を育成する
とともに、新しい価
値観と既存の価値
観を調和させ、社
会の課題を解決す
るために自己の限
界に挑戦できる人
間を育成することを
教育課程編成の基
本方針とする本校
の特徴と合致して
いるためである。

地理的分野 歴史的分野 公民的分野 一般 器楽合奏 技術分野 家庭分野

発行者 光村 教出 帝国 山川 教出 帝国 学図 啓林館 教芸 教芸 開隆堂 東書 東書 東書 東書 日文

採択
理由

「話すこと・聞くこ
と」「書くこと」「読む
こと」の三領域の
資料がバランスよく
配置されている。
また、国際的な視
野に立った内容を
扱っている教材や
文章表現能力の育
成を図る教材が豊
富である。
以上の特徴が、物
事の真理を深く考
え、筋道を立てて
明らかにする探究
活動等を通して、
夢の発見と実現に
向けたきめ細かな
教育の実践によ
り、国際社会で活
躍する多様な人間
力を育成することを
教育課程編成の基
本方針とする本校
の特徴と合致して
いるためである。

発展的な内容を取
り上げている箇所
や、行書の基礎的
な書き方を理解し
て行書で書くこと、
行書と仮名の調和
した書き方を取り
上げている項目数
が多い。また、世
界の文字・言語を
扱っている箇所な
どが豊富である。
以上の特徴が、国
際社会で活躍する
多様な人間力を育
成することを教育
課程編成の基本方
針とする本校の特
徴と合致している
ためである。

「学習を振り返ろ
う」を活用し、思考
ツールや話合い活
動を通して対話的
な学びや深い学び
を実現できるように
している。また、我
が国の伝統と文化
や調べ学習の仕方
を豊富に取り扱っ
ている。
以上の特徴が、物
事の真理を深く考
え、筋道を立てて
明らかにする探究
活動等を通して、
夢の発見と実現に
向けたきめ細かな
教育の実践によ
り、国際社会で活
躍する多様な人間
力を育成することを
教育課程編成の基
本方針とする本校
の特徴と合致して
いるためである。

各パート冒頭の学
習課題や、最後の
「ステップアップ」だ
けでなく、パート内
の随所に豊富で多
様な発問を設け、
主体的・対話的で
深い学びができる
ようにしている。ま
た、我が国の伝統
と文化や、時代区
分別に取り上げら
れている歴史上の
人物を数多く取り
扱っている。
以上の特徴が、我
が国の国土と歴史
について基礎的、
基本的な内容の理
解を深めるととも
に、我が国と世界
の諸地域や世界の
歴史との関わりに
ついて学ぶという
歴史的分野におけ
る学習指導を展開
する本校の特徴と
合致しているため
である。

調べ学習の仕方や
国際社会の諸課題
を学習課題として
扱っている教材が
豊富である。また、
「主体的・対話的で
深い学び」の実現
に向けた工夫とし
て、具体的な学び
方を示す本文構成
や、「公民の技」
「Think」を設け、話
し合う課題を示して
いる。
以上の特徴が、夢
の発見と実現に向
けたきめ細かな教
育の実践により、
国際社会で活躍す
る多様な人間力を
育成することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

地図帳の基本的な
見方・使い方につ
いて、「地図帳の
使い方」で解説し
ており、地図をもと
に確認したり深め
たりする問いの
コーナーである「地
図で発見」を各所
に設けている。ま
た、我が国の伝統
と文化や、課題・問
いを豊富に取り
扱っている。
以上の特徴が、物
事の真理を深く考
え、筋道を立てて
明らかにする探究
活動等を通して、き
め細かな教育の実
践により、国際社
会で活躍する多様
な人間力を育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

説明や証明など、
論理的な思考力の
育成を図る課題を
数多く扱っている。
また、 外国の数学
者や業績等を扱っ
ている教材などが
豊富である。
以上の特徴が、物
事の真理を深く考
え、筋道を立てて
明らかにする探究
活動とともに、数学
を活用して様々な
課題に取り組み、
それらを解決する
ことを数学におけ
る学習指導の展開
とする本校の特徴
と合致しているた
めである。

２分野、１分野を一
つのまとまりとして
掲載しており、日
常生活及び社会と
の関連に関する内
容を取り上げてい
る箇所数や、脱炭
素化に関して扱っ
ている箇所数が多
い。また、世界の
先端の科学技術を
扱っている教材が
豊富である。
以上の特徴が、
様々な事物･現象
に触れる機会を多
くし、疑問をもたせ
考えることにより、
課題に対して自ら
進んで探究する心
を育てることを理科
における学習指導
の展開とする本校
の特徴と合致して
いるためである。

鑑賞と表現を関連
付けながら学習で
きるような構成・配
列がなされており、
言語活動について
具体的に示された
箇所や、「鑑賞」の
教材数が豊富であ
る。また、創意工
夫を生かした活動
についての記述も
多い。
以上の特徴が、夢
の発見と実現に向
けたきめ細かな教
育の実践により、
国際社会で活躍す
る多様な人間力を
育成することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

和楽器への興味・
関心が高まるよ
う、各楽器のエキ
スパートからの、専
門家ならではの
メッセージを掲載す
るなどの工夫がさ
れている。また、取
り上げている楽器
の種類別の数も豊
富である。
以上の特徴が、夢
の発見と実現に向
けたきめ細かな教
育の実践により、
国際社会で活躍す
る多様な人間力を
育成することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

各題材ページに関
連ページを示し、
関連する資料を確
認できるようにして
いる。また、各題材
で、「発想・構想」、
「知識・技能」、「鑑
賞」の表示と説明
文により学習の進
め方等を示すなど
の工夫がされてい
る。
以上の特徴が、物
事の真理を深く考
え、筋道を立てて
明らかにする探究
活動等を通して、
国際社会で活躍す
る多様な人間力を
育成することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

「みつける」、「学習
課題」、「課題の解
決（発問、資料、本
文）」、「活用す
る」、「広げる」とい
う学習展開となっ
ており、学習したこ
とを活用し、応用す
る工夫がされてい
る。また、学習した
ことを実生活や実
社会に生かすこと
を扱っている教材
が豊富である。
以上の特徴が、基
礎的な体力や運動
能力を高め、体を
動かすことの楽し
さを学ぶ機会を通
して、体力の向上
を図り、社会性や
協調性等を身に付
けさせることを保健
体育における学習
指導の展開とする
本校の特徴と合致
しているためであ
る。

持続可能な社会に
関する内容を取り
上げている箇所が
豊富である。また、
我が国の伝統的な
技術を扱っている
箇所や、世界や日
本の先端技術を
扱っている箇所も
多い。
以上の特徴が、国
際社会で活躍する
多様な人間力を育
成することを教育
課程編成の基本方
針とする本校の特
徴と合致している
ためである。

実践的・体験的な
活動や持続可能な
社会に関する内容
がバランスよく配置
されている。また、
幼児や高齢者との
触れ合いに関する
内容が豊富であ
る。
以上の特徴が、幼
児とのかかわりを
通して、家族や周
囲の人々との人間
関係の大切さや家
庭生活を営む意義
を見出すことを家
庭分野の学習指導
の展開とする本校
の特徴と合致して
いるためである。

４技能５領域のそ
れぞれに焦点を当
てた活動につい
て、バランスよく取
り扱っている。ま
た、日本の文化・
伝統を扱っている
教材数や海外の機
関や学校との交流
活動について記述
してある教材数も
多い。
以上の特徴が、情
報の入手及び発信
能力と国際的な視
野を備えたコミュニ
ケーション能力を養
うことを英語におけ
る学習指導の展開
とする本校の特徴
と合致しているた
めである。

多様なテーマの教
材をバランスよく配
置している。また、
知識や対人スキル
について掲載し、
自ら課題を設定・
解決する学習活動
に資する教材も多
い。
以上の特徴が、夢
の発見と実現に向
けたきめ細かな 教
育の実践により、
国際社会で活躍す
る多様な人間力を
育成することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特色と合致してい
るためである。

保健体育
技術・家庭

英語 道徳

大泉高等学校
附属中学校

地図 数学 理科
音楽

美術区　分
教科

（種目）
国語 書写

社会

技術・家庭
英語 道徳

富士高等学校
附属中学校

地図 数学 理科
音楽

美術 保健体育区　分
教科

（種目）
国語 書写

社会



　 　 　 　 　

地理的分野 歴史的分野 公民的分野 一般 器楽合奏 技術分野 家庭分野

発行者 光村 教出 帝国 山川 教出 帝国 学図 啓林館 教芸 教芸 開隆堂 東書 東書 東書 東書 日文

採択
理由

「話すこと・聞くこ
と」「書くこと」「読む
こと」の三領域の
資料がバランスよく
配置されている。
また、国際的な視
野に立った内容を
扱っている教材
や、文章表現能力
の育成を図る教材
が豊富である。
以上の特徴が、教
養教育を推進し、
学力・突破力・協働
力・探究力の育成
を図り人間力を育
むとともに、新たな
価値を創造し、主
体性をもって国際
社会の様々な分野
で活躍できるリー
ダーを育成するこ
とを教育課程編成
の基本方針とする
本校の特徴と合致
しているためであ
る。

発展的な内容を取
り上げている箇所
や、行書の基礎的
な書き方を理解し
て行書で書くこと、
行書と仮名の調和
した書き方を取り
上げている項目数
が多い。また、世
界の文字・言語を
扱っている箇所な
どが豊富である。
以上の特徴が、新
たな価値を創造
し、主体性をもって
国際社会の様々な
分野で活躍できる
リーダーを育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

「学習を振り返ろ
う」を活用し、思考
ツールや話合い活
動を通して対話的
な学びや深い学び
を実現できるように
している。また、我
が国の伝統と文化
や調べ学習の仕方
を豊富に取り扱っ
ている。
以上の特徴が、新
たな価値を創造
し、主体性をもって
国際社会の様々な
分野で活躍できる
リーダーを育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

各パート冒頭の学
習課題や、最後の
「ステップアップ」だ
けでなく、パート内
の随所に豊富で多
様な発問を設け、
主体的・対話的で
深い学びができる
ようにしている。ま
た、我が国の伝統
と文化や、時代区
分別に取り上げら
れている歴史上の
人物を数多く取り
扱っている。
以上の特徴が、社
会的・国際的な事
象についての多面
的・多角的な考察
を行うことで、公正
な判断力を養い、
的確な表現力を身
に付けさせるという
歴史的分野におけ
る学習指導を展開
する本校の特徴と
合致しているため
である。

調べ学習の仕方や
国際社会の諸課題
を学習課題として
扱っている教材が
豊富である。また、
「主体的・対話的で
深い学び」の実現
に向けた工夫とし
て、具体的な学び
方を示す本文構成
や、「公民の技」
「Think」を設け、話
し合う課題を示して
いる。
以上の特徴が、新
たな価値を創造
し、主体性をもって
国際社会の様々な
分野で活躍できる
リーダーを育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

地図帳の基本的な
見方・使い方につ
いて、「地図帳の
使い方」で解説し
ており、地図をもと
に確認したり深め
たりする問いの
コーナーである「地
図で発見」を各所
に設けている。ま
た、我が国の伝統
と文化や、課題・問
いを豊富に取り
扱っている。
以上の特徴が、新
たな価値を創造
し、主体性をもって
国際社会の様々な
分野で活躍できる
リーダーを育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

説明や証明など、
論理的な思考力の
育成を図る課題を
数多く扱っている。
また、 外国の数学
者や業績等を扱っ
ている教材などが
豊富である。
以上の特徴が、学
力・突破力・協働
力・探究力の育成
を図り人間力を育
むとともに、基礎・
基本の定着を図
り、数学的な見方・
考え方や応用力を
養うことを数学にお
ける学習指導の展
開とする本校の特
徴と合致している
ためである。

２分野、１分野を一
つのまとまりとして
掲載しており、日
常生活及び社会と
の関連に関する内
容を取り上げてい
る箇所数や、脱炭
素化に関して扱っ
ている箇所数が多
い。また、世界の
先端の科学技術を
扱っている教材が
豊富である。
以上の特徴が、少
人数授業展開で観
察･実験を行い、身
の回りの事物･現
象に接することに
より、科学的な見
方や考え方を養う
ことを理科におけ
る学習指導の展開
とする本校の特徴
と合致しているた
めである。

鑑賞と表現を関連
付けながら学習で
きるような構成・配
列がなされており、
言語活動について
具体的に示された
箇所や、「鑑賞」の
教材数が豊富であ
る。また、我が国
や郷土の伝統音楽
を扱っている教材
も多い。
以上の特徴が、新
たな価値を創造
し、主体性をもって
国際社会の様々な
分野で活躍できる
リーダーを育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

和楽器への興味・
関心が高まるよ
う、各楽器のエキ
スパートからの、専
門家ならではの
メッセージを掲載す
るなどの工夫がさ
れている。また、取
り上げている楽器
の種類別の数も豊
富である。
以上の特徴が、新
たな価値を創造
し、主体性をもって
国際社会の様々な
分野で活躍できる
リーダーを育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

各題材ページに関
連ページを示し、
関連する資料を確
認できるようにして
いる。また、各題材
で、「発想・構想」、
「知識・技能」、「鑑
賞」の表示と説明
文により学習の進
め方等を示すなど
の工夫がされてお
り、生活や社会を
美しく豊かにする
美術の働きを扱っ
ているページも豊
富である。
以上の特徴が、新
たな価値を創造
し、主体性をもって
国際社会の様々な
分野で活躍できる
リーダーを育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

「みつける」、「学習
課題」、「課題の解
決（発問、資料、本
文）」、「活用す
る」、「広げる」とい
う学習展開となっ
ており、学習したこ
とを活用し、応用す
る工夫がされてい
る。また、運動やス
ポーツとの多様な
関わり方や共生の
視点を扱っている
教材が豊富であ
る。
以上の特徴が、新
たな価値を創造
し、主体性をもって
国際社会の様々な
分野で活躍できる
リーダーを育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

持続可能な社会に
関する内容を取り
上げている箇所が
豊富である。また、
世界や日本の先端
技術を扱っている
箇所や、エネル
ギー変換に関する
内容を扱っている
ページ数も多い。
以上の特徴が、新
たな価値を創造
し、主体性をもって
国際社会の様々な
分野で活躍できる
リーダーを育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

実践的・体験的な
活動や持続可能な
社会に関する内容
がバランスよく配置
されている。また、
職業観・勤労観に
関する内容では、
学習と社会とのつ
ながりを意識でき
る工夫がされてい
る。
以上の特徴が、生
活の自立に必要な
基礎的な知識と技
術を習得し、家庭
の機能と生活改善
等の内容を実践
的・体験的学習を
通して学ぶことを
家庭分野の学習指
導の展開とする本
校の特徴と合致し
ているためである。

４技能５領域のそ
れぞれに焦点を当
てた活動につい
て、バランスよく取
り扱っている。ま
た、SDGｓを扱って
いる教材数や海外
の機関や学校との
交流活動について
記述してある教材
数も多い。
以上の特徴が、４
技能をバランスよく
養うことを英語にお
ける学習指導の展
開とする本校の特
徴と合致している
ためである。

多様なテーマの教
材をバランスよく配
置している。また、
知識や対人スキル
について掲載し、
社会のリーダーと
しての資質・能力
の育成に資する教
材も多い。
以上の特徴が、新
たな価値を創造
し、主体性をもって
国際社会の様々な
分野で活躍できる
リーダーを育成す
ることを教育課程
編成の基本方針と
する本校の特色と
合致しているため
である。

地理的分野 歴史的分野 公民的分野 一般 器楽合奏 技術分野 家庭分野

発行者 光村 教出 東書 山川 教出 帝国 学図 啓林館 教芸 教芸 開隆堂 東書 東書 東書 東書 日文

採択
理由

「話すこと・聞くこ
と」「書くこと」「読む
こと」の三領域の
資料がバランスよく
配置されている。
また、国際的な視
野に立った内容を
扱っている教材
や、論理的な思考
力・表現力の育成
を図る教材が豊富
である。
以上の特徴が、豊
かな人間性と高い
見識、幅広い視野
を培い、自立と共
生の精神を養うと
ともに、６年間の体
系的な教育課程や
国際教育等といっ
た教育活動を通じ
て、世界にはばた
く社会的リーダーを
育成することを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

発展的な内容を取
り上げている箇所
や、行書の基礎的
な書き方を理解し
て行書で書くこと、
行書と仮名の調和
した書き方を取り
上げている項目数
が多い。また、世
界の文字・言語を
扱っている箇所な
どが豊富である。
以上の特徴が、互
いの基本的人権を
尊重し、豊かな人
間性と高い見識、
幅広い視野を培
い、自立と共生の
精神を養うことを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

対話を通して深い
学びを実現するた
めの活動例を、「み
んなでチャレンジ」
として導入や本
文、まとめのペー
ジに配置してい
る。また、世界の
文化・伝統や、調
べ学習の仕方を豊
富に取り扱ってい
る。
以上の特徴が、体
系的な教育課程、
発達段階に応じた
体験的な学習、異
年齢集団による特
別活動や地域連
携、国際教育と
いった教育活動を
通じて、世界には
ばたく社会的リー
ダーを育成するこ
とを教育課程編成
の基本方針とする
本校の特徴と合致
しているためであ
る。

各パート冒頭の学
習課題や、最後の
「ステップアップ」だ
けでなく、パート内
の随所に豊富で多
様な発問を設け、
主体的・対話的で
深い学びができる
ようにしている。ま
た、我が国の伝統
と文化や、時代区
分別に取り上げら
れている歴史上の
人物を数多く取り
扱っている。
以上の特徴が、地
域における史跡や
諸事象を取り上
げ、フィールドワー
クを実施し、作業
的・体験的学習、
課題レポートなど、
多様で主体的な学
習活動を充実させ
るという歴史的分
野における学習指
導を展開する本校
の特徴と合致して
いるためである。

国際社会の諸課題
を学習課題として
扱っている教材が
豊富である。また、
「主体的・対話的で
深い学び」の実現
に向けた工夫とし
て、具体的な学び
方を示す本文構成
や、「公民の技」
「Think」を設け、話
し合う課題を示して
いる。
以上の特徴が、国
際教育といった教
育活動を通じて、
世界にはばたく社
会的リーダーを育
成することを教育
課程編成の基本方
針とする本校の特
徴と合致している
ためである。

地図帳の基本的な
見方・使い方につ
いて、「地図帳の
使い方」で解説し
ており、地図をもと
に確認したり深め
たりする問いの
コーナーである「地
図で発見」を各所
に設けている。ま
た、我が国の伝統
と文化や、課題・問
いを豊富に取り
扱っている。
以上の特徴が、体
系的な教育課程、
発達段階に応じた
体験的な学習、特
別活動や地域連
携、国際教育と
いった教育活動を
通じて、世界には
ばたく社会的リー
ダーを育成するこ
とを教育課程編成
の基本方針とする
本校の特徴と合致
しているためであ
る。

説明や証明など、
論理的な思考力の
育成を図る課題を
数多く扱っている。
また、 外国の数学
者や業績等を扱っ
ている教材などが
豊富である。
以上の特徴が、世
界にはばたく社会
的リーダーを育成
するとともに、社会
的リーダーに必要
な問題解決能力や
論理的思考力を高
めることを数学に
おける学習指導の
展開とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

２分野、１分野を一
つのまとまりとして
掲載しており、日
常生活及び社会と
の関連に関する内
容を取り上げてい
る箇所数や、脱炭
素化に関して扱っ
ている箇所数が多
い。また、世界の
先端の科学技術を
扱っている教材が
豊富である。
以上の特徴が、観
察・実験の機会を
十分に確保するこ
と、意欲的に探究
する活動を通して、
科学的な見方や考
え方を養い、探究
心を育み、自然を
総合的に見ること
ができるようにする
ことを理科におけ
る学習指導の展開
とする本校の特徴
と合致しているた
めである。

鑑賞と表現を関連
付けながら学習で
きるような構成・配
列がなされており、
言語活動について
具体的に示された
箇所や、「鑑賞」の
教材数が豊富であ
る。また、我が国
や郷土の伝統音楽
を扱っている教材
も多い。
以上の特徴が、互
いの基本的人権を
尊重し、豊かな人
間性と高い見識、
幅広い視野を培
い、自立と共生の
精神を養うことを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

和楽器への興味・
関心が高まるよ
う、各楽器のエキ
スパートからの、専
門家ならではの
メッセージを掲載す
るなどの工夫がさ
れている。また、取
り上げている楽器
の種類別の数も豊
富である。
以上の特徴が、互
いの基本的人権を
尊重し、豊かな人
間性と高い見識、
幅広い視野を培
い、自立と共生の
精神を養うことを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

各題材ページに関
連ページを示し、
関連する資料を確
認できるようにして
いる。また、各題材
で、「発想・構想」、
「知識・技能」、「鑑
賞」の表示と説明
文により学習の進
め方等を示すなど
の工夫がされてお
り、生活や社会を
美しく豊かにする
美術の働きを扱っ
ているページも豊
富である。
以上の特徴が、互
いの基本的人権を
尊重し、豊かな人
間性と高い見識、
幅広い視野を培
い、自立と共生の
精神を養うことを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

「みつける」、「学習
課題」、「課題の解
決（発問、資料、本
文）」、「活用す
る」、「広げる」とい
う学習展開となっ
ており、学習したこ
とを活用し、応用す
る工夫がされてい
る。また、運動やス
ポーツとの多様な
関わり方や共生の
視点を扱っている
教材が豊富であ
る。
以上の特徴が、互
いの基本的人権を
尊重し、豊かな人
間性と高い見識、
幅広い視野を培
い、自立と共生の
精神を養うことを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

持続可能な社会に
関する内容を取り
上げている箇所が
豊富である。また、
我が国の伝統的な
技術を扱っている
箇所や、エネル
ギー変換に関する
内容を扱っている
ページ数も多い。
以上の特徴が、互
いの基本的人権を
尊重し、豊かな人
間性と高い見識、
幅広い視野を培
い、自立と共生の
精神を養うことを教
育課程編成の基本
方針とする本校の
特徴と合致してい
るためである。

実践的・体験的な
活動や持続可能な
社会に関する内容
がバランスよく配置
されている。また、
職業観・勤労観に
関する内容では、
学習と社会とのつ
ながりを意識でき
る工夫がされてい
る。
以上の特徴が、実
践的・体験的な学
習活動に重点を置
き、生活の自立と
共に必要な衣食住
についての知識と
技能を身に付ける
ことを家庭分野の
学習指導の展開と
する本校の特徴と
合致しているため
である。

４技能５領域のそ
れぞれに焦点を当
てた活動につい
て、バランスよく取
り扱っている。ま
た、日本の文化・
伝統を扱っている
教材数やSDGｓを
扱っている教材数
も多い。
以上の特徴が、レ
シテーションコンテ
スト等を通して、バ
ランスのとれた英
語能力の伸長を図
ることを英語にお
ける学習指導の展
開とする本校の特
徴と合致している
ためである。

多様なテーマの教
材をバランスよく配
置している。また、
知識や対人スキル
について掲載し、
社会のリーダーと
しての資質・能力
の育成に資する教
材も多い。
以上の特徴が、体
験的な学習、異年
齢集団による特別
活動や地域連携、
国際理解教育と
いった教育活動を
通じて、世界には
ばたく社会的リー
ダーを育成するこ
とを教育課程編成
の基本方針とする
本校の特色と合致
しているためであ
る。

保健体育
技術・家庭

英語 道徳

三鷹
中等教育学校
（前期課程）

地図 数学 理科
音楽

美術区　分
教科

（種目）
国語 書写

社会

道徳

 南多摩
中等教育学校
（前期課程）

理科
音楽

美術 保健体育
技術・家庭

英語区　分
教科

（種目）
国語 書写

社会
地図 数学


